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済生会滋賀県病院を受診された患者さまへ 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
 本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用又は提供されることを希望

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

研究課題名 

（倫理委員会受付番号） 

Lateral supraorbital approach による動脈瘤クリッピング術における

Lumbar drainageの併用の有効性と安全性 

当院の研究責任者 藤原岳 

他の研究機関および各施設

の研究責任者 
なし 

本研究の目的 

本研究は破裂脳動脈瘤の治療において Lateral supraorbital approach

に LDを併用することの有効性と安全性を検証することが目的です。今

後のより安全なクリッピング手術の提案になり、手術内容の質の向上に

つながる可能性があります。 

調査データ該当期間 2012年 1月 1日～2021年 12月 31日 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者様 

上記対象期間に頭部外傷で入院された方。 

●利用する情報 

年齢、性別、身長、体重、来院方法、受診日時、発生日時、発生場所、

生活様式、ADL、既往歴、内服歴、来院時 Vital sign、来院時身体所見、

来院時血液検査所見、CT、MRI所見、心電図所見、治療方法、治療薬

剤、輸血量、診断名、合併症、転帰を利用します。 

●方法 

クリッピング術施行された症例を対象として、手術アプローチや併用ド

レナージの有効性をビデオやカルテレビューで後方視的に検討します。 

試料/情報の他の研究機関ヘ

の提供及び提供方法 
単施設研究です。 

個人情報の取り扱い 
研究成果は学会発表や論文作成に利用しますが、患者さんが特定できる

個人情報は完全に匿名化・削除します。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に際して開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先 

電話番号：077-552-1221（病院代表） 

所属・職名：脳神経外科 

担当者氏名：藤原岳 
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